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令和 6 年度 

伊平屋村第一回三校合同研修会 

 

令
和
六
年
四
月
十
日
（
水
）
伊
平
屋
村
離
島
振
興
総
合
セ

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
に
て
、
伊
平
屋
村
第
１
回
教
職
員
研
修
会

が
行
わ
れ
た
。
午
前
中
は
、
伊
平
屋
中
学
校
・
伊
平
屋
小
学

校
・
野
甫
中
学
校
の
授
業
参
観
を
行
い
管
理
職
と
の
面
談
に

て
各
学
校
の
良
さ
や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
の
情
報
交
換

会
を
行
っ
た
。
研
修
会
の
目
的
は
、「
伊
平
屋
村
内
す
べ
て
の

教
職
員
が
年
度
始
め
に
集
い
、「
す
べ
て
の
子
の
学
び
を
保
障

す
る
」
視
点
に
立
ち
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の

実
現
に
向
け
た
授
業
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
と
と
も
に
、

村
学
力
向
上
推
進
委
員
会
に
お
け
る
重
点
取
り
組
み
を
確
認

す
る
（
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
る
）
機
会
と
す
る
。
」
で
あ
る
。

村
瀬
公
胤
氏
の
講
演
で
は
、
一
，
世
界
の
教
育
は
、
い
ま 

二
，
「
人
間
力
」
の
意
味 

三
，
こ
れ
か
ら
の
授
業
と
い
う
三

本
柱
に
て
八
十
分
の
御
講
話
を
頂
い
た
。 

【
第
一
回
三
校
合
同
研
修
会 

講
演
会 

教
職
員
感
想
】 

・
島
発
ち
教
育
の
根
幹
に
あ
る
も
の
が
人
間
力
の
育
成
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
誰
も
が
自
分
の
人
生
、

そ
し
て
日
々
の
授
業
の
主
人
公
に
な
れ
る
よ
う
に
、「
選
び
・

考
え
・
表
現
す
る
」
と
い
う
手
段
を
し
か
け
な
が
ら
、
最
後

に
は
納
得
さ
せ
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
が
と
て
も
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
様
々
な
授
業
の
実
践
例
を
と
り
あ
げ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
で
、
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
や
す
く
、
問
い
を
う

け
た
と
き
に
私
自
身
も
“
学
び
た
い
”
と
思
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

「
子
ど
も
一
人
一
人
が
確
か
な
『
人
間
力
』
を
み
に
つ
け
る
教
育
」 

 
 
 

～
子
ど
も
の
将
来
を
見
据
え
た
教
育
活
動
を
通
し
て
～ 

講
師 

一
般
社
団
法
人
麻
布
教
育
ラ
ボ 

村
瀬
公
胤 

氏 

教
育
委
員
会 

た
よ
り 

文責 

伊平屋村教育委員会 

屋比久健太郎 

第２号 
 

令
和
六
年
五
月
七
日
（
火
）
伊
平
屋
村
立
伊
平
屋
中
学
校
に
て
、
阿
波

連
憲
太
教
諭
に
よ
る
公
開
授
業
（
二
年
生
・
国
語
）
が
行
わ
れ
た
。 

 

本
研
修
会
は
、
一
．
伊
平
屋
村
三
校
の
教
職
員
が
一
堂
に
会
し
、
村
の

学
推
重
点
取
り
組
み
を
視
点
と
し
た
授
業
参
観
及
び
振
り
返
り
等
の
研

修
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
「
全
て
の
子
の
学
び
の
保
障
す
る
」
授
業
づ
く

り
授
業
改
善
を
推
進
す
る
。
二
． 

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
各
校

が
緊
密
に
連
携
し
、
共
通
の
実
践
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
教
職
員
同
士

が
学
び
合
う
機
会
と
す
る
。
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
。
四
月
の
教
職
研
修

に
引
き
続
き
、
一
般
社
団
法
人
麻
布
教
育
ラ
ボ 

所
長 

村
瀬
公
胤
先
生
を

招
聘
し
て
の
研
修
会
が
行
わ
れ
た
。
前
回
行
わ
れ
た
研
修
会
を
踏
ま
え
て

の
公
開
授
業
で
は
、
阿
波
連
憲
太
教
諭
が
子
ど
も
の
主
体
性
を
引
き
出
す

選
び
・
考
え
・
表
現
す
る
授
業
を
組
み
立
て
実
践
し
て
く
れ
ま
し
た
。
授

業
後
の
全
体
会
で
は
、
村
瀬
公
胤
先
生
か
ら
の
助
言
を
頂
き
村
内
全
教
職

員
の
学
び
の
場
と
な
っ
た
。 

【
第
二
回 

三
校
合
同
研
修
会 

教
職
員
感
想
】 

・
こ
れ
ま
で
に
学
ん
で
き
た
授
業
の
行
い
方
と
は
全
く
違
う
視
点
で
の

授
業
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
今
回
学
ん

だ
こ
と
は
す
ぐ
に
授
業
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
の
で
、

明
日
か
ら
実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
学
習
、
全
体
学

習
、
個
別
学
習
の
意
味
を
も
う
一
度
勉
強
し
直
し
て
授
業
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

・
教
材
研
究
の
大
切
さ
、
児
童
理
解
の
大
切
さ
を
改
め
て
学
び
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
達
の
考
え
て
る
こ
と
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
さ
せ
る
た
め
に

は
、
言
語
化
す
る
力
、
伝
え
る
力
（
表
現
す
る
力
）
を
育
む
べ
く
、
授
業

や
そ
の
他
の
関
わ
り
で
教
師
が
意
識
し
、
子
ど
も
達
に
意
識
さ
せ
た
い
と

思
い
ま
し
た
。 

・
今
は
学
期
当
初
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
教
師
主
導
の
授
業
が
ほ
と
ん
ど

で
す
が
、
前
回
と
今
回
の
学
び
を
教
材
研
究
の
視
点
に
入
れ
て
、
よ
り
児

童
の
主
体
性
を
引
き
出
す
授
業
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

伊
平
屋
村 

第
二
回 

三
校
合
同
研
修
会 

伊
平
屋
中
学
校 
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